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地 中海Corsica島 の花 闇岩 地 形

池 田 碩*

THEGRANITICTOPOGRAPHYOF

THEMEDITERRANEANISLANDOFCORSICA

HiroshiIxEna

O叩Cor$ε

1.は じめに

筆者は気候を異にする世界の諸地域で,花

闘岩にみられる地形の相異を,気 候地形学 ・

組織地形学的立場から調査 し.い くつかの地

域についてはすでに報告を行な・)てきた?～8,

今回は,1987年8月 に調査したフランス南

部の地中海性気候下に位置するCorsica(Co-

rse)島 の花高岩地形にっいて報告する.

短期間の調査結果だが.既 存の文献 ・資料

と合せ紹介 したい.花 商岩地形は,そ の特徴

的な地形景観をできるだけその周囲とのかか

わりを含めて理解できるように写真で示した

ので,本 論ではそれに沿って説明を加えてい

くことにする.

2.Corsica島 の自然の概観

ナポレオン出生の島として知られるCorsica

島は,地 中海の北部,東 経9度 ・北緯42度 に

位置,フ ランス本土のニース(Nice)港 から

は南東へ180㎞ 離れている.

島の南北長は180㎞ ・東西の最大幅90㎞ で,面

積は87221aa(日 本の四国の約2分 の1)で ある.

地質は図一一191で 示すように,島 の西方3

分の2位 までを古生代の花高岩類で占めるが.

東方はアルプス造山帯に当り,中 生代から新

生代にかけての主として砂岩や泥岩などの推

積岩や緑泥変岩のような変成岩が分布している.

*地 理学研究室(昭 和63年9月30日 受理)

Eshelle

一 一 一

Q102Q301(m

{
St刊r㎝t

耳
1

へ

、

　
◆ ゆ ◆

1 6コ3t睡

恥巳一恥 噸◆

』M.:::iぢ

■
■

∵

撰
ffffff・ ■

・fffft十
9

'1'」iffff・ ・tom

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆:4 ●

◆ ◇ ◆ ◆i
◆ ◇ やや ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ 尋.づ

幽 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ や ◎ ◆ ギ

M
馳

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ■ や 『
噸 ◆ ◆ ◆ ◆ や.◆ ,

璽 鱗ii'
◆ ◆ ◆ ◆◆So㎏ 潤m鵬0

4◆ ◆ ◆ ○ ◆fφ'

-◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆4◆

P叩i・:◆ 。:;:::

*ft*ff・ ・

や ◆ ◆ ◇ ◆ ◆

・ ◆ ◆ ◆ 咽・ φ

fV十 ・

→
●

ウ

800i幅o

IEGENQE:

團Ro幅 痂 醐 顧 儲

[コ 齢匪僻 盤im艦 ε崩1。'

囮 ㎞i舘ε50troches曜or幡

回6ranit艦5

Pri轟6ig3睡$fail1ε5●"Oorse

o66id巴ot北

Fig‐ZGeologicalMap

図 一1コ ル シ カ島 地質 図



iao 奈 良 大 学 紀 要 第17号

そのうち南端部には中新世のチョーク層が分布 し,異 質の景観を呈している.こ のような

花高岩以外の岩石の存在は,後 述するように地中海性気候下での花高岩地形の特徴 と同質

気候下での他の岩質 ・岩石との比較を行なうのにむ しろ好都合であった.

アルプス造山帯に所属するこの島の地形は山がちで,海 岸まで山がせまり,リ アス式の

入江を発達させているところが多い.南 北性の山系の背稜には2000m級 の山が連なる.最

高峰はMt.Cinto(2707m)で ある.こ れ ら高山の山頂域に はKarやMorainで

堰 き止められたGlacierlakeを も有 しており,そ の意味ではこの島は地中海に浮かぶ

洋上アルプスと云えよう.

このため.海 岸か ら高山にかけて高度を異にするに従って,花 歯岩地形がいかに変化 し

ていくかをたどるのにも,大 変好都合なフィール ドであった.

なお,こ の島には洞穴状の風化地形であるタフォニ(Tafoni)が 多 く見 られることや,

花商岩カ レン(GraniteKarren)が 存在す る ことで著名で ある.特 にTafoniと い う

地形用語はこの島から初出 しており,Corse語 でTafaneraは 穴だ らけの意である.

この島の気候は図 一2ゆ で示すように,冬 期雨 ・夏期乾燥の典型的な地中海性気候であ

る.年 降水 量は,周 囲を海にかこまれなが らも西岸のAJaccioで656皿 ・東岸で846

皿と日本のほぼ3分 の1～2分 の1に すぎない.

山間部で,標 高1074mのPajajaで は,1707㎜ と増加するが,乾 季の雨量はきわめて

少なく,総 雨量の増加よりも雨季と乾季の差を拡大 させていることの方に特徴がある.

このためか,山 地で も高度の割に植生がきわめて貧弱である.海 岸低地は畑地.山 麓に

かけてはブ ドウ ・オリーブ ・栗などの樹園地が多い.山 腹か ら1500m位 までは俗にマキ

(Maquis)と よぶ灌木におおわれているところが多く有用樹林地は少ない.灌 木地域や

瀧木限界を越 した上方の高山性の草地域で も羊や山羊の放牧が見 られた.

また,夏 の高温 ・乾燥期には山火事が多いと聞いていたが,筆 者も島の南部を調査中遭

遇 し,海 岸付近から出火 した炎が.上 昇気流に乗 って斜面を上方へ とかけ登っていく光景

を眠のあたりにした.

3.花 商岩地形の特徴

A:高 山の花商岩地形

Corsicaの 地形を考える場合,こ の島はフランス本土か ら180㎞ ・イタ リアから80㎞

離れた地中海に浮かぶ島であることに合せ,2000m級 の山を連ねている洋上アルプス的島

でもあり,高 山 ・氷食地形が発達する島であることも大きな特徴である.

そこで,本 論も,高 山の花商岩地形から紹介する.

写真A-1は,島 の中央部を東西方向に横断する国道(N193)の 北側に位置する標高

1500m位 の中山性の花高岩山地である。

山頂部は,の っぺりした尾根上にあり.緩 斜面がそれに続いている.斜 面には緑の植生

が見られ,ガ リ状の侵食地には乳白色部が輝いており.地 表部にはうす く風化層がおおっ

ていることがわかる.む しろ,中 腹から写真前方の主谷に向って急崖壁が連続 しているが,

これはU字 谷の谷壁である.

写真A-2は,A-1の やや西方背後 にあるMtDoro(2391m)の 南側斜面である.

スカイラインには鋸歯状の岩尾根が連 なってお り,山 頂域にはKarが 形成されて いる

のがわかる.樹 林は大体島の西側で1500m,東 側では1700m位 で無 くなっている.
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Fig-2Cli皿ateofCorsica

図 一2コ ル シカ 島 の気 候:雨 量 と気 温

写真A-3は,MtDoroの 南 方20㎞ に 位 置す るMtRenoso(2357m)を,Baste-

1icaの 山 村背後標 高1600mの 山 頂か らなが めた ものである.

鋸 歯状に続 く尾根の うち1峰 を とらえてみた ものだが,頂 部の岩体はその周囲よ り割れ

目の間隔が粗い ことがわかる.こ の ことか ら,山 頂 は同一(花 商岩)岩 石内での割れ 目の

密度差による差 別侵食の結果できた岩峰であ ることがわか る.

写 真A-4は,島 の中央 部 に位 置す るMt.Rotondo(2625m)の 山 頂部 にみ られ る

Karと そ れに続 くGlacialLakeで あ る.筆 者 は この 地 まで 行 けな か っ たの で,多

数求 めて きたPostcardの 中 か ら借 用 した もの であ るが,標 高2000皿 を 越す 山地 には
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このような氷食地形が発達しており.さ らにその下方にはU字 谷が続 いている場合が多い.

以上のように花歯岩地域にみられる氷食地形および高山地形の一般的特徴はこの島の高

山にも有 していることはわかったが,以 下の項に示すようなこの島特有な地形は高山地域

には現われないように思われた.

B:海 岸に形成されたTafoni

写真B～Fの ペー ジでは,地 中海性気候区に多 くみ られるTafoniとPceudKaπen

の,こ の島における発生状況にっいて整理 しておく.

まず,Tafoniか ら海岸付近にみられるもの,内 陸部にみられるもの.さ らに花闘岩以

外の岩石のもの等にっいて順に紹介 しよう.

写真Bペ ージは海岸付近に形成されているTafoniで ある.こ こには若干形態と成因

を異にするものを3例 示 した.

B-1は,ま さに波打際に形成されているものである.海 岸に発達 しているこのような

タイプの ものを見ていると,波 食によって形成され,そ の高さはシブキの上限を示すよう

に思われることか ら,海 食洞が形成される初期的状況とか,そ の小規模なもの と考えたく

なる.確 かにそのような形成要因にもとず くものの例は世界各地の海岸で見られる.た と

えば日本では,三 重県の熊野浦に臨む鬼ケ城海岸にその典型例があり,花 陶岩としては,

瀬戸内海六口島の象岩などの例があげられる.で は.こ れ らとB-2,B-3の ものとを

比較 してみよう.

B-2は,同 様海岸にあっても波打際からは若干高位に位置 しており,し かもTafoni

侵食の下限が海面か ら離れ,そ の分布は水平に連続せず,形 態はTafoni穴 の初期的完

成形に近い円形を していること等か ら,B-1の ような波 シブキの直撃による波食侵食穴

としてだけでは説明 しえないタイプである。なお,も う一つの特徴として,写 真には現わ

れないが,岩 塊の海に面していない裏側にも多数のTafoniが 形成 されている事実が認

められることである.

B-3は,海 面より40皿 ほど高い位置に形成 されたものである.海 に臨んでいるこの

Tafoniも,こ こだけを見ていると過去の高位海水準期に形成された海食洞ではないか と

想定される.し か し,周 辺を調べてみると,や は り高さを異 にする大小のTafoniが い

くつも分布 しており,さ らには次のC項 で述べ るように内陸の山地に もActiveTafoni

が形成されている事実等を考慮すると,や はり海食洞ではないことが理解できる.

この意味で.B-1の ものとは成因を異にする.っ まりB-1の ものも形態の類似から

Tafoniの 仲間とすれば.そ の成因か らの分類はシブキタフォニまたは海食タフォニとなろう.

C:山 地 に形成されたTafoni

写 真Cペ ー ジは,島 の南 西部Sartenaの 南 方 で,島 を一 周 す る幹線 道(N196)沿

い に見 られるTafoniで あ る.こ こは海岸 か ら10㎞ 程 内陸 で,し か も標 高300mの 山 腹

に位 置,道 路に沿って 群をなす よ うに連なって見 られるため 「タフォニ街道」 と名づ けて

みたほどで あった.

まずC-1は.こ の地の 周囲の状況 を把握 するため,タ フ ォニ 街道を北側に向 って全景

をうっ した もの である.写 真の 左方が海 側,道 路の上方 の山腹斜面の岩盤 ・岩塊に多 くの

Tafoniが 形 成 されて い る.

C-2とC-3は,C-1の 中央部 に形成 され た典型 的Tafoniで あ る.C-2は.
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Tafoniの 部 分を正面か らとらえた もの.C-3は,そ れを側面か ら見 た もので あ る.そ

の規模 は,複 雑 な形態 を した大 きな もの だ か ら計測 しに くいが,大 体 高 さ2.5m・ 幅2.2

m・ 奥 行1.5mほ どで あ る.

このTafoniの 形 態 は,J.N.Jenningsの 分 類11〕に あて は めて み る と.岩 盤上 に位 置

して いなが らそれ より上方 にのび る岩塊の底辺か ら穴が広が って い く型 のBasalTafoni

と岩 塊の上方側面 にで きて いるSideTafoniの 両 方 が,共 に発達 拡大 して合体 して し

まったものであ る.

BosolTatani

SidiTofoni

pI2
-一 一
Meters

Fig‐3TygesofTafoni

図 一3タ フ ォニ の 分 類(J.N.Jenningsに よ る)

た だ し.こ の地のよ うに広範にわた って分布 す る と ころで は,BasalTafoniとSide

Tafoniの 区 別 は困難で あ り,写 真C-1の 全 景 か ら見れ ば,BasalTa.foniと 云 えど,

大 きくはSideTafoniの 一 部 とみ な して よいの ではないだろ うか.

な お,C-2のTafoniの ホ ール 内 天 蓋 の壁 面 に も,さ らに蜂 の巣 状 のMicro

Tafoniが 形成 されている.し か もその表面 は大変 フレッシュであ り,下 方には削剥によ り

落下 した岩粉がたまってい ることか ら,現 在発達過程 にあるActiveTafoniと 判 断 した.

C-4も,近 くに見 られたTafoniで,す で に岩塊 に穴 を あけて しま った例 であ る.

と ころで,TafoniはGnammaやPotholeの よ うに岩 盤 ・岩塊 の上 面 にで きるので

はな く,下 部や側面の くぼみか ら岩体の内部へ向 って形成 され るもの である.
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その ことか ら.Tafoniの 拡 大

を風化侵 食の面か ら見れば,日 陰

風化作 用によ って形 成 されて いる

ことになる12).そ れ は上方 か ら落

下 ・流下 して くるよ うな雨食 とは

成因が まった く異 なり,湿 潤な気

流が図 一4-1に 示 したように,

卓 越風や上昇気流によ って穴内 に

もたらされ る微 気象条件が必要で

ある13).

そ して,Tafoniの 拡 大は図 一

4-2の よ うに,よ り内部へ しか

も上方へ と進んで い くものと考え

られて いる14).

な お,こ の 島におけるTafoni

形成 の高度 限界 に も大変興味 ある

が,1500m位 ま では確 認 されて い

るものの,そ れ以上今 回の調査 で

は追跡で きなかった.

1):風 化断面からみたz'a「oni

の形成環境

Dペ ージの写真は,Tafoniを

持っ岩塊や小起伏を多数点在させ,

マキ ・Maquis(こ こでは背の低

い灌木林)が おおう荒涼とした平

坦面(D-1)を 切り開いて敷設

された道路のうち,小 起伏の切り

取り部に現われた断面(D-2)

である.こ のため,風 化状態を連

続的に観察でき,周 辺の地形環境

を推察できる好露頭であった.

すなわち,D-2の 写真は.風

化の状態の相異から,図 一5で 示

すように下部 ・中部 ・上部の3層

に,し かも明瞭に分けることがで

きる.

一 屡
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Fig‐4‐1FormationofTafoni

図 一4-1タ フ ォニ の 形 成(A.Rondeauに よ る)
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Fig-4-2FormationofTafoni

図 一9-2タ フォ ニ の 形 成(J.Tricartに よ る)

下部は末風化で,割 れ目(主 として節理)も 少なく,色 調か ら見て も道路敷設にともな

う切 り取 り以前には,地 表にはまったく露出していなかうた部分である.

中部は.地 表と接 していた部分であり,上 方から節理に沿って割れ 目が開きだしており,

まず縦割れか らブロック状に岩塊化 していく初期の規模 と形をすでに現わしている.

上部は地表に裸出していた部分で,こ こでは節理による割れ目から,さ らに細分された
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D:GraniteWeatheringSeenataRoadConstructionSite
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F:KarrenTopographyFormedinGraniticRocks
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Fig‐5GraniteWeatheringSeenataRoadConstructionSite

図 一5道 路 の 法 面 に現 わ れ た 風化 断 面(池 田碩 ス ケ ッチ)

不定形の割れ目(筆 者は風化割れ,さ らに風化 ひび割れと名づけている)が,複 雑に発達

している様子がよくわかる.

そ して.こ の上部 と中部の境にBasalTafoniの 形成 と同 じ要因にもとつ くと思 わ

れる空隙部が水平方向に発達している.し かもその一部には,表 面が円形になりだ してい

るところもあるし.側 面からは見えないが空隙穴の内部からTafoniの 形状をとりだ し

ているところもある.

つまり,B・Cペ ージにかかげたように典型的なTafoniを ピックア ップし,そ の形

成を考察することは大切だが,そ れ とともにこのような風化断面を詳細に観察 し,そ の中

での風化の位置づけを考えることによって,こ の地域全体がTafani形 成を有利に して

いる環境をそなえていることが,よ り一層はっきりするのである.

E:花 嵐岩以外の岩石にできたTafoni

Tafoniは.花 商岩にのみ形成されているわけではない.そ こで,島 の東部に分布す る

緑泥片岩に形成されている例 と,南 端部に分布するチ ョーク層に形成されている例を紹介

しておく.そ して,同 一気候下 ・同一島内で形成 され る異岩石 ・異岩質問のTafoniの

形態 ・規模 ・成因等を比較 してみたい.

まず,緑 泥片岩に形成 されているTafaniの 例 として,写 真E-1に 島中央部の要塞

都市と して有名なCorte市 の高台に位 置する標高500mの 要塞内の岩壁に見 られる例

をあげておいた.

写真中央部の岩壁全体が,細 かい片状の縦割れを示すが,そ れと調和するような縦長の

くぼみ.つ まりTafoniを 発達させている.こ こでは数cmの 小 さいものか ら100cm大 で

深 さ30cm位 のものが多かった.な お,同 岩 か らなるTafoniは 東岸のBastiaか ら
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Corteへ 向う途中の山腹でも観察できたし緑泥片岩の場合 も広範な地域に形成 されてい

ることが予測できる.

つぎに.チ ョーク層に形 成されて い るTafoniと して.島 南端の港街Bonifacio

での例(E-2・E-3)を あげておいた.

ここでは.地 層の層理面に沿ってほぼ水平方向に溝状に形成されているのが特徴である.

写真にみられるように,植 生の付着していないチ ョーク層岩壁全体に発達 しており,岩 壁

下にはメリケン粉状の岩粉が存在 していることからここの場合 もやはりAetiveで ある

と判断 した.

E-2は,海 に臨むチ ョーク層の断崖をクローズアップ したものである.チ ョーク層内

の岩相の差異に規定されながら差別侵食を著 しく進めていることがわかる.

緑泥片岩 ・チ ョーク層のTafoni共,こ の島 を特徴づけて いる典型的 なGranite

Tafoniを 観察 していないとつい見のが してしまいそうだが,そ れぞれの岩質の特徴に合

せながらもよく発達 しているものほど,穴 または溝状の断面を見ると,内 部 さらにはその

奥上部へ と拡大させており.そ の状況はやはりTafoniの 形成拡大過程と同一のもので

あることがわかった.

F:GraniteKarren

カ レ ン(Karren)は,本 来 石灰岩 カル ス トの表面 にで きる溶食 溝であ る.と ころが,溶

食 しない花高岩の表面に も類似 した溝が形成 され る地域があ る.

Corsica島 は,こ の種の ものがで きて いる代 表地域 の一つで あ る.

この島で調査を お こな ったVVKIaerは.報 告 書 の中 にそ の典 型的 な例 の写 真 を入

れて偽カ レン ・PseudoKarrenと して説明 した15).と こ ろが.そ の後気 候 地形 につ いて

まとめ たH。VViihelmyは.そ の 著の 中 にVV.Klaerの 上 記 写 真 を 引用 転 載 し.こ

れをGraniteKarrenと したlfi}.

筆 者 は,こ の写真の地 には行 かなか ったが,Corsicaの 地 形 を研 究 した2人 の 先人 が

検討を加えた写真を,筆 者 もまずF-1に 引 用転載 してお くことに した.

F-2・3・4に 示 した写真は,筆 者が観察 した ものであ る.

F-2は,山 腹の岩 盤の表面にKarrenが 傾 斜が強い と ころ ほど明 瞭 に並ん で い る様

子 である.そ れはあたか も花陶岩 の節理に沿 う侵食溝のよ うに思え るが,写 真の前方の道

路の法面で見 られるよ うに,こ の地 の節理は斜め格子状に入 ってい るのであ る.

そ こで,典 型的なGraniteKarrenの もの とはい いが たい が,そ の周 辺 か らKarren

状 の 溝が きれいに形成 されている例をさが し.溝 とその周囲の状態を観察 してみ たのがF-

3で,さ らに溝の部 分を クローズア ップ したのがF-4で あ る.

F-4は.溝 の幅30cm深 さ14c皿で,溝 の中には岩粉が うす くた ま り,と ころどころに

は表面がかな り乾燥 した厚 さ1～2c皿 の 苔が付着 していた.

調 査時が夏で,最 も高温で乾燥 した時期であ ったため.岩 粉がいつ もた らされ,苔 の成

育が1年 を通 して み た場合,ど の よ うに変化 す るのか 不 明だが,こ の よ うなGranite

Kamenの 形 成 には,流 水の集合 ・落下 による物理的侵食溝 として形成 され るだけで は な

く,M・Petitが 指 摘 して い るよ うにユ7唇の付 着 によ る微生 物的 ・化 学 的風化 作用 が か

かわって いるもの と考 えた.
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4.さ も、こ 「こ

筆者は,こ れまで気候を異にする地域での花簡岩地形の相異を,気 候地形学 ・組織地形

学的立場から調査 してきたが,今 回は地中海気候地域のCorsica島 で,こ の気候地域

に形成される特徴的地形としてのTafoniやPseudKarrenを 中心に調査 した.

Tafoniの 語源地であるCorsica島 の花高岩地域に発達 している典型的な ものを観

察でき,し かも同島の他岩石にできたものとも比較することができ,岩 石 ・岩質の差異が

Tafoniの 形態や規模に著しい差を生 じさせていることも知る事ができた.

さらに.こ の地の花商岩地域にみ られるもう一っの特異な地形であるPseudKarren

・GraniteKarrenに っいて.そ の形成には降雨の流水による侵食溝とい う物理的要因

に合せ,溝 内への苔等の付着による生物的 ・化学的風化が加わっていると考えられる状況

をも観察できた.

そうして.Tafoni・Karren共 にその形成には,ま ず裸出 した岩盤 ・岩塊 ・岩壁が広

がっている地域で,乾 燥 ・湿潤の周期的変化が著しい気候 ・気象環境下であること.そ の

うえTafoniの 場合は,岩 盤や岩塊の底や側面に日陰風化 によって形成 され るものであ

り,上 昇気流の発生 しやすいところや激 しい風が通過するような地域に形成 されているこ

とがわかった.

このような微妙な気象条件下で形成される地形の調査には,少 なくとも1年 間,す なわ

ち四季を通 じた長期の観測や観察結果と併せて論ずるべきである.し かしながら,短 期間

で しかも野外観察を中心とした調査ではあったが.今 回地中海性気候下で形成 されている

典型的な花闊岩地形に接することができたことの意義は大きい.こ の成果を,他 の気候地

域に出現する特徴的な花闘岩地形 との比較を進めていくうえでの貴重な資料としたい.
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Summary

Thisauthorhasuptonowstudiedgranitesindifferentclimaticareas.This

time,thegranitictopographyofCorsicaIslandintheMediterraneanclimate

regionisreportedon.Onthetopof2,707meterhighMt.CintoisaKarand

moraine-formedglaciallake.Fromafar,theislandlooksliketheAlpsonthe

sea.Itisaninterestingplacetostudythechangeofgranitesfromthelowlands

tohigheraltitudes.

Next,astudywasmadeofTafonitopographywhichiswelldevelopedonthe

island,easilyvisibleaslargeandsmallholesinthefaceoftherocks.There

aremanyfamousTafonisitesonCorsica,theplaceoftheoriginoftheword

"tafo
ni".ThephotographsshowtypicalTafonitopography.Therearetwotypes

ofclimateinthearea,thedryseasoninwhichTafonitopographyforms,and

thewetseasoninwhichKamentopographyforms.Itisinsuchalocationthat

theclimaticenvironmentaldifferencesclearlyrevealthecharacteristicsofthe

topographytheyform.Inthefuture,theauthorplanstostudyothergranitic

topographyinotherclimaticareasandtodocomparativeresearchonthem.


